
 
スライド 1 

独立型居宅介護支援事業所
の実践と評価

　　　　NPO渋谷介護サポートセンター
　　　　　　　管理者：纐纈恵美子

佐藤美代・田中菜穂子・岡加代子・服部万里子

 

 
スライド 2 

NPOの 5年間の実践と調査概要
1999年 10月

　NPO法人認可（区内１号）
2000年１月

　ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業指定

2000年４月
　介護保険スタート

2001年ボランティア養成
開始（３級）

2002年１～３月
　東海大学と独立型ｹｱﾏﾈ
事業開発研修

　

17年1月利用者調査
ｹｱﾏﾈが持参、説明し
郵送で無記名回収

配布数：１４０枚

回収数：８５枚（72% ）
4月要支援・要介護１
のケアプラン・限度額
調査・保険外の地域
資源導入分析
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利用者のケアプラン参加は高い
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９７％の利用者が意向や考えがサー
ビスに生かされていると回答
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保険料・サービス利用料は
まあまあと合わせ 8割は妥当と回答
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保険料は妥当か？ サービス利用料は妥当か？
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ｻｰﾋﾞｽ満足95%、よりｹｱﾏﾈｼﾞｬｰに
対する満足96%が高い

現在のサー ･
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　　ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの1割負担は？
利用料による、あっても良いが４７％
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保険外の地域資源導入は3割以上
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配 食 サ ー ビ ス

ゴ ミの 訪 問 収 集

紙 お む つ 購 入 費 助 成

緊 急 ・ 火 災 通 報 装 置 設 置

訪 問 歯 科 診 療

介 護 保 険 以 外 の サ ー ビ ス 利 用 （ 単 位 ： ％ ）
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要支援・要介護１の６９件分析
性別は女性５９％

　　男性４１％

要支援３９％、要　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　介護１は６１％

独居率：３９％

保険ｻｰﾋﾞｽﾒﾆｭｰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　１．４８種

限度額の平均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
利用率３９％

1j
58%

２
36%

3種 ･
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5年前に実施した利用者調査と比較
介護保険の給付限度に対する利用率は全国

　5年前４３％に対して35%で収まっていた
　今回全国平均の要支援４８％、要介護１の３９％
より、合計３９％と少ない額が収まっている

5年前利用者のケアマネジメントに対する 満足
度は88%と（介護保険の満足度73%より）高い
今回、ｻｰﾋﾞｽへの満足より、ケアマネジャーへの
満足は９６％（満足84%、まあ満足12%）と高い
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会員
賛同者
寄付者

利用者の声の代弁 地域への働きかえけ

利用者主体のケアマネジメント

NP0の活動モデル

地域勉強会、ボランティア
の育成とプランへの協力

要支援・要介護１の署名
と請願を呼びかけた
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　　まとめに変えて
利用者と向き合いながら、ケアプランをた
て、最適ｻｰﾋﾞｽの導入に力を注いできた。
ｻｰﾋﾞｽを持たない分、全ての事業所から導
入できる

ｻｰﾋﾞｽには地域の資源やボランティア、近
隣に積極的に働きかけることで、限度額に
対する利用率は少なく、満足度は高い

経営的には厳しいが、次年度の介護報酬
にこの成果を生かすよう働きかけたい

 

 


